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（論文審査の結果の要旨）

本審査委員会委員は、提出された本論及び口頭発表に基づいて候補者の博士論文本審査を行った。本

論は10章から構成され、内容は十分に蓄積されている。本論の概略は下記の通りである。都市化や工

化による建設プロジェクトの増加に伴い、軟弱地盤におけるインフラ整備の需要が高まっている。粘距

土は、弱いせん断強度と高い圧縮性を持つことから、土木技術者や地盤工学技術者が土木構造物を建設

する際に多くの課題を引き起こしている。粘性土の不安定性は粘士含有量が高いためであり、水分含有

量の変化にさらされると収縮または膨張する傾向がある。このような地盤の上に建物を建てると、甚

職、堤防、舗装に重大な損傷を与える可能性があり、耐久性があり安全な構造物にするには建設コスト

が増加する。

これらの課題への対策には、地盤を安定化および補強して地盤工学的特性を改善することが不可欠で

ある。従来、セメント、石灰、石灰セメント混合物などの添加剤を用いた地盤改良が広く行われてき

た。しかし、セメントと石灰への過度の依存は環境の悪化を引き起こす。また、年間生産される41億ト

ンの地球の人為的CO2排出最の8~10バーセントがセメントや石灰の製造に寄与するなど、環境問題への

懸念が高まっている。 CO2の排出に加えて、セメントや石灰の生産も天然資源の枯渇につながる可能性が

ある。セメントの製造には、石灰石、粘土、砂などの大量の原料が必要である。これらの資源は有限で

あり、持続可能な管理方法が必要である。さらに、これらの原材料の採掘時の破砕や粉砕においても、

人間の健康や地域の生態系に悪影響を与える可能性のある大量の粉塵が発生するため、環境に悪影響を

与える可能性がある。

環境上の問題に加えて、セメントと石灰は大きな塑性収縮や亀裂を生じやすく、安定化された地盤の

物理的強度に影響を与える。これらの懸念を軽減し、地盤の士質工学的特性を強化するために、セメン

トと石灰を、籾殻灰(RHA)などのポゾラン添加剤で部分的に置き換えることが研究の注目を集めている。

籾殻は米の加工により世界中で豊富に生成されるおり、特に籾殻灰の製造プロセス中に生成される高活

性非晶質シリカ (Si02)が地盤の安定化にRHAが注目される一つの理由である。


